
　　平成３０年５月７日（月）午後２時　玉名市役所　会議室

１．本日の出席委員は、次のとおりである。

１番  永田　知博 ２番　鶴田　克士 ３番  清田 順次 ４番　西畠めぐみ

５番　赤松　繁之 ６番　横手　良弘 ７番　井上　清晴 ８番　松本　恒幸

９番　荒木　享二 10番　竹下　宏介 11番　浦谷　幸司 12番　志水　武保

13番　森川　正志 14番　下川　安 15番  平野　忠臣 16番  野澤　博幸

17番　髙根　政明 18番　取本　一則 19番  中嶋　昭二 20番　斎藤　潔公

22番  小山久仁江 23番　中島　浩輔 24番　德井　勝美 25番　田上　敏正

26番  髙田  優子 27番　寺井　廣喜 29番　今上　公男 30番　平本　博

32番  出口  京子 33番　井本　義和 34番  尾池　秀實 35番　中村　亘

36番  丸山　陽治 37番　堀田　昌子 38番　村端　一弘

21番  田上　一 28番　宇佐　勝則 31番　永田　眞一

１．傍聴者数は、次のとおりである。

   ０ 名

１．説明のために出席した職員は、次のとおりである。

局長　二階堂正一郎 次長　小山　博 係長　竹森　明徳 参事　松倉　司

主査　渡邉布由紀 主任　大原　三和

１．議事参与が制限された委員数は、次のとおりである。

   ０ 名

議　題

第２５号 農地法第３条の規定による許可申請について

第２６号 事業計画変更承認申請について（５条許可後）

第２７号 農地の転用許可申請について（５条許可分）

第２８号 農用地利用集積計画の決定について

第２９号 農地の買入協議について

報　告

第１４号 農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について（１８条）

第１５号 農地の形状変更届について

第１６号 許可不要転用届について

平成３０年第５回玉名市農業委員会総会議事録

１．本日の欠席委員は、次のとおりである。
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１．開 会 

○事務局長（二階堂正一郎君） 皆様こんにちは。定刻の前なんですけども、皆さんお

揃いですので始めたいと思います。 

 まず始める前にですけども、３カ所訂正のほうが議案のほうございました。５ペ

ージの備考欄と６ページ８番の転用目的の欄、同じく６ページの１０番の備考の欄

のほうにちょっと訂正がありますので、訂正のほうをよろしくお願いいたします。 

 それでは、本日は委員総数３８名のうち、２１番の田上委員、２８番の宇佐委員、

３１番の永田委員のほうから欠席の届けがあっており、３５名の出席でございます。 

 玉名市農業委員会会議規則第６条の規定により会議は成立しておりますので、た

だいまから平成３０年第５回玉名市農業委員会総会を開会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

２．会長挨拶 

○事務局長（二階堂正一郎君） まず、永田会長より御挨拶をいただきまして、引き続

き、会議規則第４条の規定により議長をお願いし、議事の進行をお願いいたします。 

○会長（永田知博君） 改めまして、皆さんこんにちは。今日は１００％、午前・午後

１００％の降水確率ということで出ておりましたけども、本当によく降っておりま

す。菊池川もかなり増水をしておるような状況でございます。 

 しかし、圃場を見てみますと、早期米の田植えがもう済んでおるというような状

況でございます。これから普通作の種まきとか、いろいろまた忙しくなると思いま

すけども、十分体調を整えて頑張っていただきたいと思います。 

 それでは、早速ですが議事に入ります。 

 本日の議案は、議第２５号より議第２９号までの９４件と報告１４号より１６号

までの２６件が提案されております。慎重なる御審議、よろしくお願いを申し上げ

ます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

３．議事録署名委員指名 

○議長（永田知博君） 本日の議事録の署名委員は、３４番、尾池委員と３５番、中村

委員にお願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．議 事 

○議長（永田知博君） それでは、早速議事に入ります。 

 議第２５号、農地法第３条、農地の所有権移転許可申請についてを議題といたし

ます。 

 事務局より説明をお願いいたします。 
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○事務局長（二階堂正一郎君） 説明をする前に、３条の議案のほうが様式が少し変

わっております。議案を送付したときにですね、変更についてということでお知

らせをしておりますので、再度御確認をよろしくお願いしときます。 

 それでは始めます。議案１ページをお願いいたします。 

 議第２５号、農地法第３条の規定による許可申請について。農地法第３条第１

項の規定による下記農地の所有権移転及び使用貸借権設定許可申請について許可

するものとする。平成３０年５月７日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

１番、築地と岩崎の申請人で、築地の田６２８㎡外３筆、計２,６４０㎡を労力

不足と経営拡張により売買するものです。 

 ２番、滑石の申請人で、滑石の田１,０４３㎡を労力不足と経営拡張により売買

するものです。 

 ３番、岱明町の申請人で、岱明町野口の田５１９㎡外３筆、計１,３９１㎡を労

力不足と経営拡張により売買するものです。 

 ３ページをお願いします。 

 ４番、岱明町の申請人で、岱明町高道の田４６３㎡外１筆、計４６４.５７㎡を

農業者年金受給のため使用貸借権を結ぶものです。 

５番、天水町と福岡県粕屋郡の申請人で、岱明町古閑の田２３３㎡外２筆、計

１,１７３㎡を相手方の要望と経営拡張により売買するものです。 

 ６番、天水町の申請人で、天水町小天の畑３９１㎡外２筆、計１,０５８㎡を労

力不足と経営拡張により売買するものです。 

 ７番、天水町の申請人で、天水町小天の田１,２０２㎡外１筆、計２,０１８㎡を

農業者年金受給のため使用貸借権を結ぶものです。 

 ８番、熊本市西区の申請人で、天水町小天の田５８０㎡外２筆、計２,８８７㎡

を子へ贈与するものです。 

 以上８件、合計１２,６７４.５７㎡につきまして、農地法第３条第１項の各号の

禁止規定から申請内容を審査し、取得後の全ての農地を利用すること、機械、労働

力、技術、地域との関連も問題ないこと、下限面積要件も超えていることから、許

可要件の全てを満たしているものと判断し、御提案しております。 

よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

それでは、事務局の説明が終わりましたので、受付番号１番より順次担当委員

の説明をお願いいたします。 

まず１番、どうぞ。 

○３番（清田順次君） １番の案件について御説明を申し上げます。３番、清田でござ
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います。 

譲渡人は労力不足というふうなことで、譲受人は経営を拡張というふうなこと

でございます。代理人に確認をいたしましたが、下限面積、農業機械等、何ら問題

ないというふうなことで、許可相当でございます。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

それでは、２番、お願いします。 

○７番（井上清晴君） ７番、井上です。２番の案件について説明いたします。 

譲渡人は労力不足、譲受人は経営拡張ということで、何ら問題なく許可相当と

思います。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

それでは、３番、お願いします。 

○２２番（小山久仁江君） ２２番、小山です。３番の案件について説明します。 

 譲渡人は労力不足、譲受人は経営拡張ということで、下限面積も問題なく、許可

相当と判断します。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

それでは、４番、お願いします。 

○２３番（中島浩輔君） ２３番、中島です。 

 貸人と借人は親子関係で、農業者年金受給のため経営移譲ということで、何ら問

題ないものと思います。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、５番、お願いします。 

○３７番（堀田昌子君） はい、３７番、堀田です。５番の案件について説明します。 

 譲受人は兼業農家であり、現在、転勤で少し離れていますが、通いも可能であり、

家族はこちらにいて、働き手の確保もできております。今回、相手方の強い希望も

あり、拡張ということです。許可相当と思います。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

それでは、６番、７番お願いします。 

○３３番（井本義和君） ６番を説明します。３３番、井本です。 

 譲渡人は労働不足、譲受人は経営拡張で、何ら問題ないと思います。 

 ７番の件を説明します。 

 後継者の人が早く亡くなられて、農業者年金をもらっておられましたが、奥さん

の名義に変えてそのまま農業者年金をもらうということでございます。何ら問題な

いと思います。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 
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 それでは、８番、お願いします。 

○３７番（堀田昌子君） はい、３７番、堀田です。８番の案件について説明します。 

 譲渡人、譲受人は親子関係で、高齢のため早めに子へ贈与するものです。許可相

当と判断します。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 １番から８番まで担当委員の説明が終わりました。皆さんより御質問、御意見な

どはございませんでしょうか。はい、どうぞ。 

○２０番（斎藤潔公君） ５番の件につきまして質問します。２０番の斎藤です。 

 譲受人は、福岡県の粕屋郡の新宮町というところに現在は住んでおられるけど、

今、説明によりますと「こちらに住んでおられる」という説明でしたが、こちらと

いうのはどこのことでしょうか。そこをまずお聞きしたいと思います。 

○３７番（堀田昌子君） こちらというのは、天水のことです。この名義の御本人は、

転勤で今、福岡におられますが、親も兄弟もこちらにおられて、名義的には子ども

さんの名義になってますから、買うのは子どもさんが買われるんですけれども、お

仕事なんかも時々こちらに帰ってきてされるし、それと親も兄弟もこちらにおられ

るので、こちらというか天水ですね、天水におられるので、ちょっと畑を増やされ

ました。 

○２０番（斎藤潔公君） ２点目に立山の３枚の畑ということですが、この畑は現在み

かん園になっております。そのみかん園は、この１,１７３㎡ほどじゃなくてもっ

と広いと思うんですね。３反から４反ぐらいあるような広さです。それを１,１７

３㎡というのは、どういうような区切り方をされるんでしょうかね。 

○３７番（堀田昌子君） 畑を買われるのにそれだけ、今現在それだけ自分たちが仕事

ができるという関係でですね。全部を買って全部をするだけのまだ仕事のあれをで

きないということで、もう少し働き手を見つけたらまた増やされていくと思います。 

○２０番（斎藤潔公君） なぜこういうことを聞くかというと、この畑のすぐ隣が私の

畑がありまして、よく知っているわけですね。それで、みかんが立ち枯れしまして、

ブルドーザーで枯れたところをずっと堀り取ってあるんですが、そこだけの部分だ

ろうか、それとも全体だろうか、どういうような区切り方をされるんだろうかなあ

と思って、ちょっと不思議に思っておりました。 

○３７番（堀田昌子君） ちょっとこういうことを言ったらどうなんでしょうか、相手

方の希望というのが、生活費の充当にあたるものですから、ここにはこんな相手方

の強い希望ということに書いてありますけれども、ちょっと生活資金とかなんとか

のあれの関係もあると思います。だから、まだちょっとまた広く希望されるかもわ

かりませんが、今のところその程度だということです。 
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○２０番（斎藤潔公君） わかりました。 

○議長（永田知博君） はい。それでは、ほかにはございませんでしょうか。 

(なしの声) 

○議長（永田知博君） ほかに質問もないようでございますので、採決に入ります。 

議第２５号、農地法第３条、農地の所有権移転の規定により、原案どおり許可

することに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） ありがとうございました。 

異議がないものと認め、議第２５号については、許可することに決定しました。 

次に、議第２６号、農地法第５条、農地転用許可後の事業計画変更承認申請に

ついてを議題といたします。 

 事務局より説明をお願いたします。 

○事務局長（二階堂正一郎君） ３ページをお願いいたします。 

議第２６号、農地転用許可後の事業計画変更承認申請について。農地法第５条

第１項の規定による農地転用許可後の下記農地の事業計画変更承認申請について意

見決定するものとする。平成３０年５月７日提出、玉名市農業委員会会長、永田知

博。 

１番、申請物件が山田の田１,６６１㎡で、建売住宅６棟の転用目的だったとこ

ろを、隣接農地を買収し、合わせて建売住宅８棟の建設に計画変更するとのことで、

次の議第２７号５番と関連がございます。 

２番、申請物件が玉名の田５８㎡外１筆の計３９２㎡で、当初共同住宅として

の転用目的だったところ、熊本地震の影響による資金面の理由により、今回、承継

者が個人住宅に変更するというもので、次の議第２７号９番と関連がございます。 

 以上２件、合計２,０５３㎡を御提案しております。 

 去る５月１日に地元委員同道の上、現地調査を行っております。 

 よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

受付番号１番について、順次担当委員の説明をお願いいたします。 

 まず１番、どうぞ。 

○５番（赤松繁之君） はい、５番、赤松です。１番の案件について御説明いたします。 

 これは書いてあるとおり、今年の３月５日の総会で許可されたものですけど、隣

接地の地主さんが売買の申出があり、今回の事業変更申請となったものです。 

 場所は、築山小学校北東３００ｍぐらいのところで、周りをＬ型ブロックで囲み
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土砂の流出を防ぎます。中央部に位置指定道路を設け、両側に側溝を設置、道路の

中央に上下水道管を布設し、各個人宅へ配管し利用するということです。雨水は道

路側溝を通して西側の市道隣の小川へ放流。変更前は木造２階建て合計の６戸だっ

たものが、変更後は木造２階建て６８.７２㎡が３棟、木造２階建て６８.４０㎡が

５棟で、建売住宅合計８棟になります。周りは西側が市道、東側が竹林で、北と南

側は農地ですが、影響がないように配慮するということで、現地調査の結果、許可

相当と思われます。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 それでは、２番、お願いします。 

○１４番（下川 安君） １４番の下川です。２番について説明をします。 

 この案件につきましては、当初計画者が共同住宅建設ということで、平成２８年

４月５日に転用許可が下りているものです。その転用許可後、４月の１４、１６の

熊本地震により、申請人の事務所が被害に遭ったり、新築現場の中断があったりと

か、着手予定の工事が中止になったりとか、それから、元請けの住宅会社が売上が

減少してるなどというようなことで、当初計画書はですね、資金的な面でですね、

共同住宅の建設が困難になったということです。 

 そんな中、継承者がですね、要するに個人住宅を新築したいという意向が、その

ために当初の計画を変更して個人住宅建設に、住宅に変更するものです。 

 そこでまず議第２７号の９番で農地転用の許可申請が同時に出されております。

個人住宅の計画の内容は、木造２階建て、給水は上下水道、排水は合併浄化槽、そ

れから雨水は地下浸透ということです。それから、被害防除としては、北と東側が

宅地になってまして、西側が水路、南側は農地なんですけども、転用にあたっては

近隣においての被害発生ないようにということで、十分注意するという計画になっ

ています。現地調査の結果、問題はないというふうに思われます。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 １番、２番について説明が終わりました。皆さん、何か御意見、御質問はござい

ませんでしょうか。 

（なしの声） 

○議長（永田知博君） 御意見、御質問もないようでございますので、採決に移ります。 

 議第２６号、農地法第５条、農地の転用許可後の事業計画変更承認申請について、

原案どおり承認することに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

異議がないものと認め、議第２６号は承認することに決定しました。 
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次に、議第２７号、農地法第５条、農地の転用許可申請についてを議題といた

します。 

事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（二階堂正一郎君） ４ページをお願いいたします。 

議第２７号、農地の転用許可申請について。農地法第５条第１項の規定による

下記農地の転用許可申請について意見決定するものとする。平成３０年５月７日提

出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

１番、申請物件が立願寺の畑４２３㎡で、転用目的は、個人住宅としての申請

です。農地区分は、都市計画法に規定する用途区域内の農地で、第３種農地と判断

しております。 

 ２番、申請物件が立願寺の畑５５３㎡で、転用目的は、宅地分譲２区画です。農

地区分は、都市計画法に規定する用途区域内の農地で、第３種農地と判断しており

ます。 

 ３番、申請物件が築地の畑４２２㎡で、転用目的が個人住宅です。農地区分は、

都市計画法に規定する用途地域内の農地で、第３種農地と判断しております。 

 ５ページをお願いいたします。 

 ４番、申請物件が築地の畑５９３㎡で、転用目的が個人住宅及び倉庫・作業場で

す。農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種

農地と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

 ５番、申請物件が山田の田６８１㎡で、転用目的は建売住宅８棟としての申請で

す。先ほどの議第２６号１番と関連しております。農地区分は、農業公共投資の対

象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地と判断し、ほかに適当な場所が

ないものと判断しております。 

６番、申請物件が山田の田４９６㎡で、転用目的は事務所及び駐車場です。農

地区分は、上下水管等が埋設され、教育・医療機関が概ね５００ｍ以内に２つ以上

ある農地で、第３種農地と判断しております。 

 ７番、申請物件が小野尻の畑３７６㎡で、転用目的は個人住宅としての申請です。

農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地

と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

 ６ページをお願いします。 

 ８番、申請物件が伊倉北方の畑５３０㎡外２筆、計１,１１３㎡です。転用目的

は、中古車車両置場及び資材置場としての申請です。農地区分は、農業公共投資の

対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地と判断し、ほかに適当な場所

がないものと判断しております。 



－   － 8 

 ９番、申請物件が玉名の田５８㎡外１筆、計３９２㎡で、転用目的は個人住宅で

す。議第２６号２番と関連しております。農地区分は、概ね１０ha以上の一団の農

地内に所在する農地で、第１種農地と判断しております。第１種農地は原則不許可

となるところですが、申請地の周辺において居住する者の日常生活上、業務上必要

な施設で、集落に接続して設置されるものとして、例外的に許可可能とするもので

す。 

 １０番、申請物件が岱明町野口の畑２８９㎡で、転用目的は個人住宅です。農地

区分は、都市計画法に規定する用途区域内の農地で、第３種農地と判断しておりま

す。 

 １１番、申請物件が岱明町高道の畑７３㎡で、転用目的は宅地拡張です。農地区

分は、上下水管等が埋設され、教育・医療機関が概ね５００ｍ以内に２つ以上ある

農地で、第３種農地と判断しております。 

 以上１１件、合計５,４１１㎡につきまして、申請内容を農地転用許可基準全て

の項目ごとに適合するか審査した結果、いずれも不都合のないものと判断し、御提

案しております。 

 去る５月１日に地元委員同道の上、現地調査も行っております。よろしく御審議

のほどお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

受付番号１番より、担当委員の説明をお願いいたします。 

１番、どうぞ。 

○４番（西畠めぐみ君） ４番、西畠です。１番の案件について説明します。 

 場所は、上立願寺の公民館の西側の住宅地の一画の休耕地です。個人住宅への転

用の申請で、北側と東側は宅地があります。南側と西側は道路で、西側道路に上下

水道も通っております。雨水についても集水枡を設置して西側の側溝に流すとのこ

とで、何ら問題なく許可相当と思います。 

 続いて、２番の案件について説明します。 

 場所は、玉名バイパスの南側の分譲住宅地の中にあって休耕地です。Ｌ字型の地

形を利用して２区画の宅地分譲地としての転用です。北側半分は宅地、半分は道路、

西側が道路、南と東側は休耕地があります。給水は上水道が通っており、雨水は地

下浸透、下水については将来建設される住宅に合併浄化槽を設置して、側溝に排水

するとのことで、何ら問題なく許可相当と思います。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 それでは、３番、４番、５番まで同一委員さんのようですので、続けてお願いい
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たします。 

○５番（赤松繁之君） ５番、赤松です。３番の案件について説明いたします。 

 申請人はアパート住まいで、個人住宅をとの思いの申請です。申請人と使用貸人

は義理の親子で、場所は築山小学校南側を２００ｍぐらいのところです。南側は市

道と接し、ほかは使用貸人の住宅と農地です。周りをブロック擁壁で囲み、土砂の

流出を防ぎ、家は木造平屋建てで、給排水は公共の上下水道を利用、雨水は雨水枡

を設置し、上水を南側市道側溝へ放流ということで、隣の農地にも影響なく、現地

調査の結果、許可相当と思います。 

 続きまして、４番の案件について。申請人はアパート住まいで、建設会社に勤務、

近いうちに独立を考え、親の家の近くに個人住宅と倉庫、作業場を確保するための

申請です。場所はナフコ玉名店南側２００ｍくらいのところで、北と南側は宅地で

す。東と西側は農地で、一段の段下がり位置で、周りをブロックで囲み、盛土をし

て、隣接の農地に影響のないように留意するということで、住宅と作業用倉庫、ど

ちらとも木造平屋建てです。給水は市の公共上水道を利用、雨水は雨水枡を設けて、

北側市道側溝へ放流、生活雑排水と汚水は合併浄化槽を設置し、北側側溝へ放流、

周りの農地には影響なく、現地調査の結果、許可相当と思われます。 

 ５番の案件については、先ほど議第２６号の１番で説明したとおり、建売住宅２

棟が増えることです。 

○議長（永田知博君） はい、わかりました。６番につきましては始末書が添付されて

おりますので、事務局より読み上げます。 

○参事（松倉司君） ― ６番の案件について始末書朗読 ― 

○議長（永田知博君） それでは、６番、説明をお願いいたします 

○５番（赤松繁之君） 続きまして、６番の案件について説明します。 

 申請人は建設作業を営み、作業場所近くに事務所及び駐車場が欲しいとの思いで

の申請で、場所は築山小学校の北東２００ｍぐらいのところです。北側を市道が通

り、西側は住宅地、東と南側は農地で、造成はほとんどなく、事務所は木造平屋建

て７６㎡、給排水は公共の上下水道を利用、雨水は自然浸透を図り、オーバー分は

市道側溝へ放流ということです。事務所以外は駐車場として利用で、駐車場は砂利

敷きです。第３種農地で、周りの農地にも影響なく、現地調査の結果、許可相当と

思います。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、７番、お願いします。 

○１０番（竹下宏介君） １０番、竹下です。７番の案件について説明します。 

 使用貸人、使用借人は夫婦であります。土地の選定理由としては、申請者の兄が
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居住している住宅の隣接地であり選定しました。事業の目的及び必要性については、

現在住んでいる住宅が貸家であることから、畑である当該地に個人住宅を建設する

ものです。周辺の状況については、東側は市道、西側は他人所有の農地、北側は兄

の住宅、南側は市道、給水については市の上水道で給水します。生活排水について

は合併浄化槽で処理し、側溝に排出する計画です。雨水については自然浸透となっ

ております。工事についても周辺農地に被害を及ぼさない事業計画となっています。

現地調査の結果、本件は許可相当と判断いたします。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 それでは、８番、お願いします。 

○１２番（志水武保君） １２番、志水です。８番の案件について御説明申し上げます。 

 中古車販売と書いてありますけれども、主に駐車場としての転用でございますけ

ども、中古車を置く場所と、それと中古の部品を置く場所をここに設けるというこ

とで、現在ですね、申請人は医療関係の事務長をなさっておりまして、家でも医療

器具の販売なんかもなさっておりますけれども、やはり定年を迎えるにあたって、

今後中古車販売をやりたいということで、事業の一環としてここに駐車場を、自宅

のすぐ横になりますので、一番適当な場所が見つかったということで、ここを駐車

場にしたいという申請でございます。境にブロックを１枚ずつ置くぐらいで、あと

は敷き砂利を置くぐらいなので、農地に迷惑をかけることはいっさいございません

ので、許可相当と判断します。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、９番、お願いします。 

○１４番（下川 安君） １４番の下川です。９番については、先ほど議第２６号２番

の事業計画の変更のほうで説明したとおり、個人住宅を建設ということです。農地

区分は第１種農地ということなので、原則不許可なんですけども、集落に接続して

建てるということで、例外的に転用が認められるもので、現地調査の結果、特に問

題はないというふうに思います。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは１０番、お願いします。 

○１９番（中嶋昭二君） １９番、中嶋です。１０番の案件について説明いたします。 

 これは申請は個人住宅です。場所は専大玉名高校の南側です。南側は県道が通っ

てます。東側には農地、西・北には住宅地があります。ここは住宅にとってはもっ

てこいの場所で、下水と水道も玉名市の上水道が通っています。給水、排水は市の

水道を利用しています。雨水は地下浸透枡を設置し地下浸透させる。オーバーフロ

ー分は側溝を経由して排水路に流すということです。雑排水は市の下水道に直接放
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流するということです。造成工事のときは、隣近所に迷惑をかけないように工事を

行うということで、何も問題ないと思います。許可相当だと思います。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、１１番、お願いします。 

○２３番（中島浩輔君） ２３番、中島です。１１番の案件について説明いたします。 

 ここは５０１号線沿いにあるセブン高道店ですかね、あそこから北のほうにちっ

と大きな道路沿いに１００ｍ行ったところです。東側は宅地、南側は集落の専用の

排水路がちょっと大きなものが走ってます。西側には今言った野口までの道路が、

幅広い道路が通っております。北側は以前、以前というか、うちは記憶はありませ

んけど、昔堤防だった道路があります。２ｍぐらい高い道路の市道があります。北

側には、その高いところから以前は、進入路として隣と共同使用されていましたが、

出入りがちょっと高いもんで危険なために、今度新しい広い道路から入るように、

西側のほうは１ｍぐらいのところから入れるように、道路が造るようにされました

けど、法面までずっと含めますと、入り口が２つぐらいあって、宅地が若干狭いと

いうことで、宅地の隣接するこの畑を宅地に拡張したいというような申請です。現

地調査は問題ないものと思いました。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 担当委員の説明が終わりました。皆さん、御意見、御質問はございませんでしょ

うか。 

(なしの声) 

○議長（永田知博君） ほかには質問もないようでございますので、議第２７号、農地

法第５条、農地の転用許可申請について、原案どおり承認することに異議のない方

は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

異議がないものと認め、議第２７号は、承認することに決定しました。 

 次に、議第２８号、農用地利用集積計画の決定についてを議題といたします。 

事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（二階堂正一郎君） ７ページをお願いいたします。 

議第２８号、農用地利用集積計画の決定について。農業経営基盤強化促進法第

１８条第１項の規定による農用地利用集積計画について、次のとおり決定する。平

成３０年５月７日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

次の８ページから９ページまでの総括表と１０ページから１６ページまでの集

計表のとおり、玉名市長より意見を求められております。今回は所有権移転が９件
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の３３,０３０㎡、利用権設定が６３件の１４４,３１４㎡、合計７２件の１７７,

３４４㎡の集積で、いずれも農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満

たしているものと判断し、御提案しております。 

 よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。何か御意見、御質問はございませんか。 

(なしの声) 

○議長（永田知博君） 御意見、御質問もないようでございますので、採決に移ります。 

 議第２８号、農用地利用集積計画の決定について、原案どおり決定することに異

議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

異議がないものと認め、議第２８号については、原案どおり決定いたしました。 

 次に、議第２９号、農地法第１６条第１項の規定による買入協議を行う旨の通知

の要請についてを議題といたします。 

 事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（二階堂正一郎君） １７ページをお願いいたします。 

 議第２９号、農業経営基盤強化促進法第１６条第１項の規定による買入協議を行

う旨の通知の要請について。下記の者から農業経営基盤強化促進法第１５条第１項

の規定に基づく利用権の設定等（所有権の移転）について、斡旋を受けたい旨の申

出があったので、農地中間管理機構等を含めた利用調整等を行ったが、不調に終わ

ったため、同法第１６条第１項の規定により、玉名市長に対し同法第１６条第２項

の規定による申出者への通知をするよう要請するものとする。平成３０年５月７日

提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

 １番、横島町の申請人から斡旋の申出がございました。申出の農地は、横島町の

畑２０,０９７㎡です。平成３０年４月２０日に申出者と公益財団法人熊本県農業

公社を交え調整を行いましたが、不調に終わっております。 

 理由といたしましては、所有者の申出価格が１０ａ当たり１００万円を希望され

ており、これに対して農業公社が最近の近傍地の買取価格が、１０ａ当たり７０万

から８０万円での金額ということで、この金額が妥当との意見だったため、価格の

不一致となっております。 

 しかしながら、ここは優良農地であり、認定農業者に売り渡さなければならない

物件ということで、市長に対して買入協議の申出を要請するものでございます。 

 よろしくお願いいたします。 
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○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 事務局の説明が終わりました。 

 担当委員の説明をお願いいたします。 

 １番、お願いします。 

○３０番（平本 博君） 説明いたします。３０番、平本です。 

 この農地は、横島干拓新栄の中心に位置し、２町の広さがある優良農地です。所

有者は水稲や野菜を栽培しておられましたが、高齢化と農業機械の故障により、機

械の買い換えが困難である等の理由で、公社への斡旋の申出をされました。今回は

価格の不一致で不調に終わっております。 

 しかし、事務局の説明どおり、認定農業者などの地域の望ましい担い手に農地利

用を図ってもらうため、市長に買入の協議を要請することは妥当と思われます。以

上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 担当委員の説明が終わりました。 

 何か御意見、御質問はございませんでしょうか。 

(なしの声) 

○議長（永田知博君） はい、どうぞ。 

○１８番（取本一則君） ちょっと聞きたいんですけれども、１８番、取本ですが、こ

の不調に終わったという、金銭的な面で不調に終わったということでございますけ

ど、もう譲渡人と農業公社が入って、ある程度この場合はＡさんとＢさんで、大体

おおまか決まっとるような状態でここにあがってきて、もうＯＫになるということ

であがってくるやつが多かじゃなかですか。そうやって土壇場になって金銭面で駄

目だったていうとは、最初からその金銭面に話はしてなかったっだろかて思うて。 

 事務局でよかですよ。 

○事務局長（二階堂正一郎君） 実際はもうでき上がっております。普通に基盤促進法

でいくと８００万までの控除になりますけども、それ以上の金額での取引なので、

一度これで不調に終わらせて買入協議を行ったあとだと、１,５００万までですね、

税金対策で農業公社が絡みますので、その絡みで一度不調に終わらせてるというこ

とです。 

○１８番（取本一則君） 実際はこれのＡさんとＢさんの話は、成立はするんですね。 

○事務局長（二階堂正一郎君） はい、成立します。 

○１８番（取本一則君） そすと、それは今度どっかでまた別にあがってくるわけ。も

うこない。また何かであがってくるよね。再来月ぐらいあがってくるわけ。 

○事務局長（二階堂正一郎君） ６月です。 
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○１８番（取本一則君） ６月に、覚えとかなんけんな。はいはい、わかりました。 

○議長（永田知博君） はい、では、ほかにはございませんか。 

(なしの声) 

○議長（永田知博君） はい、それでは、議第２９号、農地法第１６条第１項の規定に

よる買入協議を行う旨の通知の要請について、原案どおり決定することに異議のな

い方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 異議がないものと認め、議第２９号については、原案どおり決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．報 告 

○議長（永田知博君） 次に、報告第１４号、１５号、１６号について、事務局より説

明をお願いいたします。 

○事務局長（二階堂正一郎君） はい、１８ページをお願いいたします。 

報告第１４号、農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について。農法第１８条

第６項の規定による合意解約及び農地使用貸借解約が成立した旨の通知を受理した

ので報告します。平成３０年５月７日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

今回１８ページから２４ページまでの２４件、合計５８,５９０㎡の解約通知を

受理しております。 

続きまして、２５ページをお願いいたします。 

報告第１５号、農地の形状変更届について。下記農地の形状変更届がありまし

たので報告いたします。平成３０年５月７日提出、玉名市農業委員会会長、永田知

博。 

今回１件、合計１,２７２㎡の届出を受理しております。野菜畑としての利用と

いうことです。 

 最後に２６ページをお願いいたします。 

 報告第１６号、許可不要転用届について。下記のとおり許可不要転用届を受理し

たので報告します。平成３０年５月７日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

 今回１件、３４２㎡のうちの１９５㎡を、農業用機械、資材等を置くための農業

用施設の届出を受理しております。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

ただいま１４、１５、１６号について報告がありました。何か御質問などはご

ざいませんでしょうか。 
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(なしの声) 

○議長（永田知博君） 御質問もないようでございますので、本日予定しておりました

議案審議と報告を終わりたいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．その他 

○議長（永田知博君） それでは、その他に移りますけれども、事務局より何かござい

ませんか。はい、どうぞ。 

○３番（清田順次君） はい、３番、清田ですが、農地のですね、違反転用が現実いっ

ぱい隠されてると思うんですよね。先ほどのお話も然りですけど、玉名町とかそう

いうふうなところで結構あると思うですたい。それで、この解消を図るためには、

固定資産税とか、税務課と一緒になって改善を図ると改善ができるとじゃなかろう

かなあと思うてですね。 

 現実、田の間で宅地が建っとるとか、課税はなされてるけど、この農業委員会に

はあがってこなくて、なかなかそのまま継続して無許可というか、そういうふうな

形で転用がなされてるというふうなことで、これは税務課と一緒になってそういう

ふうなことを改善をすると、期限を切ってやれば、結構なものが出てくるんじゃな

かろうかと。そして適正な運用ができるんじゃなかろうかと思うわけですよね。い

ついつからこういうふうな問題は毅然と立ち向かうというふうな、なんというか期

限を決めて取り組めば、改善ができるとじゃなかろうかなと思うので、税務課と縦

割りの組織じゃなくて、横につながって、そういうふうな申請を出させるような形

で、そういうふうな無断転用とか、そういうふうな改善を図っていって、来年なら

来年から毅然とした形で立ち向かうといいんじゃなかろうかと、ちょっと強く感じ

たもんだから、そういうふうなことができんだろうかと思ってお願いをいたしたい

というふうなことです。 

 以上でございます。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 ただいま清田委員より、違反農地についての課税とか、そういったことについて、

税務課と話をして対応したらどうかということですけども、事務局のほうではいか

がでしょうか。 

○事務局長（二階堂正一郎君） 一応税務課のほうにも一度確認はしたんですけども、

全てが全て農地に建ってる物件を把握してはいないということでした。自分たちで

見つけたところなり、ちょっと話聞いたりして、農地が農地以外のものになったと

ころに対しては、調査を行い現況課税を行っているということでした。その分に関

しての資料は、ちょっといただこうかなと思っております。ただ、それで全てが賄
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えるということではないので、ちょっとそのへんをもう少し考えていかなんかなあ

というところはあります。うちのほうからの資料としては、農地転用とか許可分に

関しては、全て今、税務課のほうには出してますので、その分に関しての課税は既

に行われてると思いますので、そのへんはまた税務課のほうとも話し合いをしたい

と思います。 

○議長（永田知博君） やっぱり目に余るようなところが結構見受けられる場合があり

ますので、やっぱりそういうときはやっぱりそういうふうに何らかの対応をせんと

いかんと。 

○３番（清田順次君） だから、横のつながりがないからね、そういうふうな情報がこ

んから、そういうふうな現実違反転用をしとっても、そこの農地がそのままという

ふうなことで、こういうふうに突然出てくるわけですよね。だけん１回清掃してし

もて、きれいにしてしもて、それから違反だったら違反でもう・・・とか、そうい

うふうな強い口調でやればよかっじゃなかろうかと思うたわけですたいな。可能か

どうかは別にして。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

５．閉 会 

○議長（永田知博君） それでは、慎重なる御審議をいただきまして、ありがとうござ

いました。 

 以上をもちまして、第５回農業委員会総会を閉会いたします。 

 長時間にわたりまして御苦労さまでした。 

 ありがとうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉 会 午後３時０５分 
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以上のとおり、会議の次第を記載し、その相違ないことを証するためここに署名捺印す

る。 

平成３０年５月７日 
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